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製造業ＤＩ 非製造業ＤＩ
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2013 1月 ▲ 17 ▲ 15 ▲ 30 ▲ 9 0 ▲ 22 ▲ 18 20 ▲ 20 ▲ 25 ▲ 19 ▲ 9 10 9 18 5 29 ▲ 16 25

2月 ▲ 13 ▲ 15 ▲ 36 ▲ 4 ▲ 15 ▲ 13 ▲ 11 20 ▲ 19 ▲ 26 6 0 8 9 25 ▲ 5 7 ▲ 17 29

3月 ▲ 11 ▲ 14 ▲ 30 ▲ 10 ▲ 16 0 ▲ 10 20 0 ▲ 28 ▲ 6 0 12 0 20 14 33 ▲ 21 30

4月 ▲ 4 ▲ 12 ▲ 18 ▲ 9 ▲ 15 ▲ 11 3 ▲ 20 21 ▲ 14 14 0 12 17 20 19 19 ▲ 15 23

5月 7 0 ▲ 30 9 25 ▲ 10 13 0 22 10 7 9 19 18 32 8 40 ▲ 4 33

6月 15 12 ▲ 20 20 12 27 17 43 18 6 21 17 20 25 18 4 40 4 26

7月 13 4 ▲ 20 5 15 20 16 14 16 15 29 7 18 21 18 12 26 ▲ 4 32

8月 16 20 0 28 14 30 14 29 8 15 21 9 23 27 33 4 38 ▲ 5 37

9月 12 12 ▲ 10 19 15 17 12 14 13 3 27 9 20 36 19 ▲ 4 42 0 28

10月 12 15 0 15 15 27 10 0 8 7 32 ▲ 9 18 25 32 ▲ 13 50 0 19

11月 14 22 0 25 14 44 10 ▲ 17 4 11 18 17 22 29 35 ▲ 5 42 8 22

12月 17 15 ▲ 22 25 0 40 17 ▲ 15 11 22 32 17 25 29 38 10 47 0 32

2014 1月 19 14 ▲ 30 27 14 30 21 15 17 23 21 33 27 17 42 9 50 4 42

2月 18 24 ▲ 12 29 43 30 16 16 20 0 29 25 30 32 53 12 56 ▲ 4 43

3月 18 21 ▲ 11 28 33 27 17 0 25 16 13 15 31 28 47 38 50 0 33

4月 25 19 ▲ 11 18 50 30 27 29 29 38 0 31 35 32 53 20 60 5 50

17 13 ▲ 33 9 67 30 19 15 25 38 ▲ 8 7 21 28 29 ▲ 5 53 ▲ 5 34

(出所）トムソン・ロイター「ロイター短観」
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○製造業、非製造業ともに改善 

４月ロイター短観（調査期間４月２日～４月 14 日）の製造業ＤＩは＋25（３月：＋18）、非製造業ＤＩ

は＋35（３月：＋31）となった。消費税率引き上げ後の調査であり悪化する可能性が高いとみていたが、製

造業、非製造業ともに改善している。注意すべき点は、調査期間が４月２日からと消費税率引き上げ直後で

あり、３月までの駆け込み需要による業績拡大の好影響が反映されていることだ。そのため、今回の結果を

もって増税後も景況感の改善が続いていると言い切ることはできない。もっとも、輸送用機器や小売では実

績と先行きＤＩの乖離幅が縮小しており、企業の想定を超えるほどの反動減が起こっていないことが示唆さ

れた点はポジティブだといえよう。 

 

○製造業：反動減の影響は企業の想定内か 

 製造業ＤＩは＋25（前月差＋８pt）と改善した。製造業の内訳をみると、石油・窯業、鉄鋼・非鉄、食品、

金属・機械、電機、精密・その他と６業種が改善、１業種が横ばい、２業種が悪化となった。前述したよう

に、駆け込み需要による３月の業績拡大が影響しているものとみられる。また、増税以外の要因として「公

共投資増加、震災復興関連での物流と建設の活性化」（輸送用機器）や「国内製造業の設備投資増加」（機

械）といった声もある。もっとも、「買い控えの終了がまだ見えない」（繊維）や「駆け込みが終了し、業

況は低下傾向」（輸送用機械）と反動減を指摘する声もみられる。 

 ３か月後の見通しＤＩは＋17（４月実績との差：▲８pt）となった。内訳をみると、６業種で悪化、２業

種が横ばい、１業種が改善を見込んでいる。前月に大幅悪化を見込んでいた輸送用機器は、悪化幅が▲27pt

から▲８pt へと大きく縮小した。先行きの業況は多少悪化するものの、現在のところ企業の反動減による悪

化の想定が縮小している。 
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○非製造業ＤＩ： 悪化懸念自体は継続も、実績と見通しＤＩの乖離幅は縮小 

非製造業ＤＩは＋35（前月差＋４pt）と改善した。非製造業の内訳をみると、小売が＋20（前月差▲

18pt）と悪化した。コメントをみると「駆け込み需要の反動として、買い上げ点数が減少している」と、反

動減による影響が大きいようだ。小売以外の５業種は改善となった。 

３か月後の見通しＤＩは＋21（４月実績との差：▲14pt）となった。３月調査での乖離幅が▲17pt であっ

たことを踏まえると、消費税率引き上げ後の調査でも、企業の見通しが大きく崩れていないことはポジティ

ブに受け止められよう。内訳をみると、全ての業種で悪化が見込まれており、反動減への懸念自体は続いて

いるようだ。中でも消費税率引き上げの影響が大きい小売（４月実績との差：▲25pt）については、大幅な

悪化が見込まれている。しかし、悪化幅が縮小し（前月：▲57pt）、見通しＤＩの水準も改善した点は好材

料だ。 
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